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目的：本稿では，雑誌を引用に基づき各学術分野ごとにクラスタリングするための新しい手法を提案する．対象：







Clustering Methodology for Journals Based on Citation
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　Objective: In this paper, we propose a novel method to classify scientiﬁc journals into subject ﬁelds based on interjournal 
citation data. Object: Citation data of 5964 journals from JCR2004 Science Edition CD-ROM. Cited ratio vectors of the 
journals were used for analysis. Method: Our original clustering programs based on k-means were used. For the clustering, 
cosine distance （1–cosθ） was used. Results: In the cited-ratio-vector space, the spike-like-regions which appear to 
correspond to particular scientiﬁc ﬁelds were observed. And we succeeded to extract each spike-like-region by our clustering 
method. The number of ﬁelds （clusters identiﬁed） was 22. It was revealed that the cited feature of prominent multidisciplinary 
（general） science journals was similar to that of biochemistry journals.
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　Thomson Scientiﬁc 社（現Thomson Reuters Scientiﬁc 
社）が提供する，Journal Citation Reports（JCR）2004 
Science Edition CD-ROM 版（以降，これを単に JCR 
と呼ぶ）に収録されている雑誌について，これら
の被引用ベクトルを作成し，これを分類の対象と






































































仮説 3 のみである．仮説 1 の検討は次章で行う．
調査 1.  被引用比率ベクトル空間内の雑誌の分布
（プロット）






































天野・児玉：引用にもとづく雑誌クラスタリング法の開発 情報メディア研究　第 7 巻　第 1 号
図 1：被引用比率主成分ベクトル空間における雑誌の分布（3D 表示）*
* 上段は第 1，2，3 軸，下段は第 4，5，6 軸によるプロット．各マークは雑誌を表わし，同じクラスタに属する雑誌には














































































手順 1.  被引用比率ベクトルに対し主成分分析を
行なう．











手順 3.  シフト後の上位 32 位までの主成分軸上に
おける雑誌の平均位置に初期クラスタを
配置する．










調査 1.  クラスタをメンバ数順に並べたときのラ
ンクとメンバ数の関係
調査 2.  各クラスタにおける JCR カテゴリ間分布
から計算されるクラスタ間相関係数
調査 3.  JCR カテゴリにおけるクラスタ間分布か
ら計算される各 JCR カテゴリの Gini 係数
調査 4. 各クラスタ重心間のコサイン距離
　調査 2 と調査 3 の手順は次のようになる．対象
誌に対しクラスタと JCR カテゴリをひとつずつ
付与する．クラスタは 1 誌につきひとつが付与さ

































のメンバは 4 誌，最大クラスタのメンバは 751 誌
であったが，この 2 クラスタを除くとメンバ数は
78-519 の範囲にあり，分布は比較的均等である．
このときの，ランク r とメンバ数 N（r）の関係を
Zipf の法則 N（r）= Cr –a に当てはめると，指数 a






以上となるものは存在せず，0.5 未満 0.4 以上のも
図 3：クラスタメンバ数とそのランク*
* 横軸がランク，縦軸がメンバ数による両対数プロット．
多くのクラスタのメンバ数は，100 から 500 の間にあり，
一様分布に近い．
表 1：各クラスタと対応する学術分野





M 216 数学 Chaos Solitons Fractals 78 177
Q 78 素粒子・核・天体物理 Astrophys J 172 3473
G-1 308 気象・環境 J Geophys Res 65 657
G-2 165 地球科学 Earth Planet Sci Lett 81 465
C-1 315 化学 J Am Chem Soc 76 2283
C-2 248 物性物理 Phys Rev Lett 83 2203
Ca 130 分析化学 Anal Chem 99 986
Cp 163 応用化学 Macromolecules 90 761
B-1 427 動植物学 Plant Physiol 54 590
B-2 243 農学・食品 Appl Environ Microbiol 67 607
B-3 148 水産・海洋 Mar Ecol-Prog Ser 84 464
Mo 751 生化学・生理学 J Biol Chem 53 3208
Me-1 416 臨床医学 1 Gastroenterology 43 878
Me-2 519 臨床医学 2 New Engl J Med 41 1344
Me-3 374 心理・神経科学 J Neurosci 54 1339
Me-4 277 獣医学・感染症 J Clin Microbiol 58 810
E-1 209 金属・セラミックス J Electrochem Soc 79 514
E-2 187 機械・土木建築 J Acoust Soc Am 70 270
E-3 173 化学工学・エネルギー工学 Ind Eng Chem Res 71 287
I-1 433 電子情報工学 Lect Notes Compt Sci 225 252
I-2 178 数理工学 IEEE Trans Microw Theory Tech 66 169
I-3 4 信頼性工学 Reliab Eng Syst Saf 346 115
－ 71 －
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のが 1 組（クラスタ I-1 と I-3），0.4 未満 0.3 以上
のものが 3 組，0.3 未満 0.2 以上のものが 6 組，0.2
未満 0.1 以上のものが 11 組，0.1 未満 -0.1 以上の
ものが 208 組，-0.1 未満 -0.2 以上のものが 2 組
であった（以上，全 231 組）．有意な相関（p <0.05）
はひとつもなく，各クラスタが異分野に分類され
ていることが示唆された．
　JCR カテゴリの Gini 係数は，0.95 以上のもの
が 81，0.95 未満 0.9 以上のものが 51，0.9 未満 0.85
以上のものが 23，0.85 未満のものが 15（以上，







未満となるものは存在せず，0.7 以上 0.8 未満の
ものが 8 組，0.8 以上 0.9 未満のものが 26 組，0.9














































タ G-1 には気象・環境学が，G-2 には地球科学が
分類された．クラスタ G-1 には土壌学，水資源
学を，G-2 には地質，鉱物，古生物学の分野を含む．
　クラスタ C-1，C-2（化学）：クラスタ C-1 に化
学一般，C-2 に物性物理学が分類された．クラス
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クラスタ I-1 に電子情報工学，I-2 に数理工学，
I-3 に信頼性工学が分類された．クラスタ I-1 は
全 22 クラスタの中で最も顕著なスパイクを示し
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